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国民年金についてのお知らせ

お問い合わせ先　町民課住民年金係　　電話　５－５２３１
　　　　　　　　帯広年金事務所　　　電話　０１５５－２５－８１１３

○こんな時には手続が必要となります
①20歳になったとき（厚生年金加入者を除く）
　第１号被保険者になりますので、保険料の納付が必要です。（納付書が送付されます）
②退職したとき（厚生年金加入者の場合）
　第２号被保険者から第１号被保険者になりますので、資格取得届の提出が必要です。
③配偶者に扶養されていたが、配偶者が厚生年金加入者でなくなった場合
　第３号被保険者から第１号被保険者になりますので、種別変更届の提出が必要です。

○国民年金保険料について
　令和８年度の国民年金保険料額は、月額１７，９２０円となります。

○国民年金保険料学生納付特例制度について
　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国
民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等専門学校（修業年
限１年以上である課程）などに在学する学生で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した
金額以下であることが条件です。

【 所得の目安 】　　128万円＋（扶養親族などの数×38万円）
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、すでに保険料を納めら
れた月分は学生納付特例の期間にはなりません。

○国民年金保険料学生納付特例の申請について
　学生納付特例制度により、令和７年度に保険料納付を猶予されている方で、令和８年度
も引き続き在学予定の方へ、４月頃に基礎年金番号などが印字されたハガキ形式の学生納
付特例申請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送いただくかマ
イナポータルでの電子申請により、令和８年度の申請ができます。
　なお、令和８年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付をご希望の場合は、納
付書の送付を受けることができますので、お近くの年金事務所までお問い合わせください。

火災・救急の出動速報！
令和７年１月～令和７年12月

火災件数
� →２件

救急出動→264件
搬送人数→255人

全国の出火原因の第１位
は ｢ たばこ ｣、第２位は
｢ たき火 ｣ です。
※（提供：総務省消防庁）

救急車は限りある資源です。緊急
時には迷わず「１１９番」通報し
ていただくと同時に、救急車の適
正利用にご協力をお願いします。

　令和６年の全国の総出火件数の37,141件（前年
比1,531件減少）を火災種別でみますと、建物火災
が２件減少、林野火災が468件減少、車両火災が
25件増加、船舶火災が４件増加、航空機火災が２
件増加、その他火災が1,092件減少しています。

　令和６年の全国の救急自動車による救急出動件数は 
771万8,380件（対前年比７万9,822件増、1.0％増）、
搬送人員は676万9,172人（対前年比12万7,752人増、
1.9％増）で救急出動件数、搬送人員ともに対前年比
で増加しました。

火災概要� 損害額単位：千円

内訳� 年 令和６年 令和７年 比較

火
災
件
数（
件
）

建　 物 5 2 －3
林　 野 0 0 0
車　 両 1 0 －1
航 空 機 0 0 0
野　 火 0 0 0
そ の 他 1 0 －1
計 7 2 －5

損
害
額

建　 物 7,110 69 －7,041
内 容 物 5,784 938 －4,846
そ の 他 0 0 0
車   両 140 0 －140
計 13,034 1,007 －12,027

面積�
焼損
（m2）

表 面 積 0 34 34
床 面 積 982 0 －982

焼 損 台 数 1 0 －1
焼 損 棟 数 5 2 －3
罹 災 世 帯 0 0 0
罹 災 人 員 0 0 0
負 傷 者 数 0 0 0
死   者   数 0 0 0

　火災件数は２件で前年比３件の減少とな
りました。

　救急出動件数は264件で前年比９件の減少
となりました。搬送人数は、255人で、前年
比４人の減少となりました。

救急出動状況

事故種別
救急出動件数（件） 救急搬送人数（人）
令和
６年

令和
７年 比較 令和

６年
令和
７年 比較

火 災 0 0 0 0 0 0
自然災害 0 0 0 0 0 0
水 難 0 1 1 0 0 0
交 通 21 30 9 16 28 12
労働災害 9 12 3 9 12 3
運動競技 2 2 0 2 2 0
一般負傷 32 41 9 31 40 9
加 害 0 0 0 0 0 0
自損行為 2 2 0 1 1 0
急 病 177 144 －33 171 140 －31
転院搬送 29 32 3 29 32 3
医師搬送 0 0 0 0 0 0
資機材搬送等 0 0 0 0 0 0
そ の 他 1 0 －1 0 0 0
合 計 273 264 －9 259 255 －4

●士幌町防火防災標語●

「日常が　油断ひとつで
� 燃えるかも」
� 士幌小学校　平野　朱理

CALL!119CALL!119

2広報しほろ� 2026 . 33 広報しほろ� 2026 . 3



８名が見事入賞！～第41回全十勝スピードスケート士幌大会～2026全十勝スキー技術選手権大会！～士幌基礎スキー少年団～

３名が大会記録を更新！～山影博明杯町民スケート大会～全国中学校スケート大会出場報告＆結果速報～士幌町中央中学校～

　１月18日、町営スケートリンクにて、第41回北澤欣浩杯
全十勝スピードスケート士幌大会が開催されました。
　十勝管内より130名、士幌町からは15名が出場し、白熱
したレースが繰り広げられました。
　５年生以下の優秀選手として５年男子の大野蓮之佑選手

（上居辺小）が帯広スケート連盟会長賞を受賞するなど、合
計で８名が入賞を果たし、しほろっこが活躍する大会とな
りました。
　結果は次のとおりです。（敬称略）
　２年男子６位　野口桂吾（士幌小）
　３年男子３位　松山純生（士幌小）
　３年男子４位　大野瞬（上居辺小）
　４年男子４位　大野楓（中士幌小）
　４年女子５位　佐々木渚美（士幌小）
　５年男子１位　大野蓮之佑（上居辺小）
　５年男子４位　飯島健心（士幌小）
　６年男子４位　大野春樹（中士幌小）

 １月３日、2026全十勝スキー技術選手権大会（新得町サホロスキー場
開催）が開催され、士幌基礎スキー少年団から14名が出場し、優秀な成
績を収めた６名が表彰されました！
　また、吉田えるのさん（中央中１年）が昨年度の優秀な成績（全道大会
３位、全日本大会６位）により北海道スキー技術選手権大会（全日本スキ
ー技術選手権大会予選）への出場権を獲得しました！！
　結果は次のとおりです。（敬称略）

○小学生男子の部 
　１位 山中蒼仁（本別小５年）
　２位 松倉侑利（士幌小６年）
　３位 名波令穏（士幌小６年）
　４位 小川礼（芽室小６年）
　７位 上原旭陽（士幌小３年）
　９位 瀬戸悠雅（士幌小３年）
　10位 中谷奏太（士幌小５年）

　１月24日、町営スケートリンクにて、士幌町スケート協会お
よび士幌町教育委員会主催の第49回山影博明杯町民スケート大
会が開催され、町民28名が参加しました。
　それぞれが自己ベストを目指して懸命に滑り、小学５年男子
大野蓮之佑さん（上居辺小）が500ｍで47秒13、1,500ｍで2分29
秒87を記録し、同年松山開晴さん（士幌小）500ｍで47秒99、
1,500ｍで2分30秒11を記録、さらに同年飯島健心さん（士幌小）
が500ｍで48秒00、1,500ｍで2分30秒31を記録し、大会新記録
を更新しました！
　結果は次のとおりです。（敬称略・総合上位３位まで）

▼士幌町長杯
（６年男女最優秀選手賞）
　大野　春樹（中士幌小６年）
　佐藤　奈穂（士幌小６年）
▼山影博明杯
（６年男女以外最優秀選手賞）
　大野蓮之佑（上居辺小４年）
　佐々木渚美（士幌小３年）

 大会結果は次のとおりです。
（敬称略・入賞者のみ）
○男子500m	 鈴木凱大� ２位
○男子1000m	 鈴木凱大� ８位
○女子1000m	 河村京葉� ４位
○女子1500m	 河村京葉� ４位
	 小野寺仁菜� ７位
○女子3000m	 小野寺仁菜� ４位

茶 

の 

間 

●　
●　
●　
●　
●　

茶 

の 

間 

●ま
●ち
●の
●動
●き

学年等 順位 氏名 学校名 学年等 順位 氏名 学校名

小 

学 

生

男 

子

１年生 １位 野口　秀榎 士　幌
小 

学 

生

女 

子

３年生 １位 佐藤　果穂 士　幌
２年生 １位 野口　桂吾 士　幌 ２位 植木あかり 中士幌

３年生 １位 大野　　瞬 上居辺
４年生

１位 佐々木渚美 士　幌
２位 松山　純生 士　幌 ２位 佐藤なのは 士　幌

４年生 １位 大野　　楓 中士幌 ３位 太田あかり 中士幌

５年生
１位 大野蓮之佑 上居辺 ６年生 １位 佐藤　奈穂 士　幌
２位 松山　開晴 士　幌 幼 

児
女 

子

１位 野口　千瑛 こども園
３位 飯島　健心 士　幌 ２位 加納　和桜 こども園

６年生 １位 大野　春樹 中士幌 ３位 佐藤ことは こども園
２位 太田　　拓 中士幌 一 

般
女 

子

１位 なみりん ＴＦＣ
２位 まりりん ＴＦＣ
３位 ゆきりん ＴＦＣ

○小学生女子の部
　３位 吉田このみ（士幌小４年）
　６位 河合虹幸（芽室小４年）
　７位 片桐史乃（音更小２年）
　８位 名波心菜（士幌小４年）
　10位 田辺聖恵（西中音更小３年）
○中学生女子の部
　２位 吉田えるの（中央中１年）
○高校生男子の部
　１位 前田渉太郎（帯広大谷高２年）

　１月21日、士幌町中央中学校の生徒８名と同校教諭の松井友汰さんが役場を訪れ、第56回北海道中学
校スケート大会（1月９日～11日明治北海道十勝オーバル開催）の結果と、第46回全国中学校スケート大
会（１月31日～２月３日長野県長野市エムウェーブ開催）への出場を、髙木町長へ報告しました。
　全国大会出場選手は、小野寺仁菜さん（３年）、河村京葉さん（同）、野口夏帆さん（同）、大野隆晴さん、

（２年）、飯島昂生さん（同）、鈴木凱大さん（同）の６名。
　生徒は、「最後の全国大会になるので、力を出し切って表彰台に上がれるように頑張る」「日頃から応援
してくれる方への感謝を忘れず、練習の成果を精一杯出し切りたい」「夏もスケートの練習を頑張って来
シーズンは全国大会にいきたい」など、それぞれ抱負などを述べました。
　髙木町長は「それぞれ優秀な成績を収めたことは士幌町としても大きな誇り。出場する６名は、出場
が叶わなかった選手の悔しい思いを含めて、また競技に関わる全ての人への感謝を忘れず、精一杯の滑
りをして、最高のレースができることを期待している」と選手たちを激励しました。

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
該
当
記
事
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�

（
町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
へ
と
移
動
し
ま
す
）

ウィンタースポーツで　　しほろっこ大活躍!!ウィンタースポーツで　　しほろっこ大活躍!!
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第
39
回
町
民
卓
球
大
会

�

～
町
卓
球
協
会
～

森
と
人
を
育
て
る
コ
ン
ク
ー
ル

�

で
最
優
秀
賞
受
賞
！

�

～
髙
橋
晶
広
さ
ん
～

森
会
長
か
ら
学
ぶ

�

『
職
業
人
講
話
』

�

～
士
幌
町
中
央
中
学
校
～

し
ほ
ろ
農
業
塾
開
講
式

連
携
協
定
締
結
式

�

～
士
幌
町
×
ス
テ
ラ
ー
グ
リ
ー
ン
～

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
状
贈
呈
式

�

～
株
式
会
社
奥
原
商
会
～

�

～
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
合
同
会
社
～

　
１
月
18
日
、
総
合
研
修
セ
ン
タ

ー
に
て
、
第
39
回
町
民
卓
球
大
会

（
町
卓
球
協
会
主
催
）が
行
わ
れ
、

中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
44
名
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
リ
ー
グ
戦
に
よ
る
シ

ン
グ
ル
ス
、
午
後
か
ら
は
希
望
者

に
よ
る
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
が
行
わ

れ
、
各
部
門
で
白
熱
し
た
試
合
を

繰
り
広
げ
な
が
ら
、
全
員
で
卓
球

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
１
月
20
日
、
小
会
議
室
に
て
、
森
と

人
を
育
て
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
部
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
髙
橋
晶
広
さ
ん
が
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
森
林
づ
く
り

を
道
民
全
体
で
支
え
る
気
運
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
適
切
な
森
林
整
備
を
実

践
す
る
森
林
所
有
者
、
長
年
に
わ
た
り

木
育
活
動
に
取
り
組
む
団
体
等
を
評
価
・

表
彰
を
し
て
い
ま
す
。

　

髙
橋
さ
ん
は「
父
か
ら
山
林
を
譲
り

受
け
ま
だ
数
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
が
、

大
雪
森
林
組
合
の
方
に
も
お
世
話
に
な

り
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
父
も
喜
ん

で
い
る
と
思
う
。
ま
た
今
回
の
受
賞
を

機
に
森
づ
く
り
や
環
境
の
こ
と
に
つ
い

て
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
１
月
21
日
、

士
幌
町
中
央

中
学
校
に
て
、

森
産
業
株
式

会
社
の
森
雅

三
取
締
役
会

長
を
講
師
に

招
き
、
１
年

生
を
対
象
に

職
業
人
講
話

と
称
し
た
講

話
を
行
い
ま

し
た
。
総
合

的
学
習
の
時
間
の「
士
幌
探
究
学
習
」の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
本
講
話
は
、
地

域
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

森
取
締
役
会
長
は
講
話
の
中
で「
人

に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
。
一
つ
で

も
自
分
で
自
信
の
持
て
る
も
の
が
あ
れ

ば
い
い
」な
ど
と
話
し
、
中
学
生
へ
地

域
や
仕
事
へ
の
思
い
な
ど
を
ご
自
身
の

経
歴
を
踏
ま
え
て
伝
え
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
は「
頑
張
れ
る
原
動
力

は
何
か
」「
今
ま
で
で
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
何
か
」な
ど
多
く
の
質
問
が
出
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
糧
に
し
よ
う
と
一

所
懸
命
に
話
を
聞
い
て
い
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　
１
月
23
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
に
て
、
第
１
期「
し
ほ
ろ
農
業
塾
」の

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た「
し

ほ
ろ
農
業
塾
」は
、
町
内
在
住
の
農
業

経
営
者
や
農
業
後
継
者
な
ど
を
対
象
に
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
担
い
手
に
必
要
な
幅

広
い
見
識
や
鋭
い
経
営
感
覚
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ

れ
、
今
期
は
６
名
の
方
が
塾
生
と
し
て

学
び
ま
す
。

　
今
回
は
、
塾
長
の
髙
木
町
長
と
副
塾

長
の
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
の
國
井
浩

樹
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
の
式
辞
、
塾

生
自
己
紹
介
、
今
後
に
つ
い
て
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

髙
木
町
長
は「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

地
域
農
業
を
守
り
抜
く
た
め
に
は『
人
』

の
力
、『
学
ぶ
意
欲
』が
不
可
欠
。
塾
生

の
新
た
な
飛
躍
・
発
展
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」と
話
し
、
國
井

代
表
理
事
組
合
長
は「
本
塾
で
大
切
に

し
た
い
の
は「
横
の
つ
な
が
り
」。
塾
生

に
は
ぜ
ひ
仲

間
と
語
り
合

い
、
支
え
合

い
な
が
ら
、

失
敗
を
恐
れ

ず
、
挑
戦
を

続
け
て
ほ
し

い
」と
式
辞

を
送
り
ま
し

た
。

　
１
月
28

日
、
士
幌

町
と
株
式

会
社
ス
テ

ラ
ー
グ
リ

ー
ン
と
の

間
で「
誰

も
が
関
わ

り
た
く
な

る
農
村
ユ

ー
ト
ピ
ア

の
実
現
に
向
け
た
連
携
協
定
」を
結
ぶ

締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
の
内
容
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
、
森
林
カ
ー
ボ

ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
に
係
る
事
業
、

持
続
可
能
な
第
一
次
産
業
の
推
進
に
関

す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
連
携
を
行
っ

て
い
く
も
の
で
す
。

　

髙
木
町
長
は「
ス
テ
ラ
ー
グ
リ
ー
ン

社
と
の
連
携
に
よ
り
森
林
カ
ー
ボ
ン
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
し
森
林
資
源
の
適
正

管
理
に
よ
る
吸
収
源
対
策
の
他
、
得
ら

れ
る
収
益
に
よ
り
持
続
可
能
な
町
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
に
活
用
し
て
い
き
た

い
」と
、
中
村
彰
徳
代
表
取
締
役
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は「
農
業
が
特
に
盛
ん
な
士

幌
町
の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
す
る
中

で
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
、
応
接
室
に
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー

ト
合
同
会
社
の
藤
内
孝
幸
代
表
社
員
へ
、
髙
木
町
長

が
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
感
謝
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
同
社
か
ら
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
100
万

円
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
藤
内
代
表
社
員
は「
士
幌
町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に

対
す
る
取
組
に
賛
同
し
寄
附
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は「
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
事
業（
再
エ
ネ
導

入
促
進
事
業
）」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
１
月
19
日
、
応
接
室
に
て
株
式
会
社
奥
原
商
会
の

奥
原
崇
代
表
取
締
役
へ
、
髙
木
町
長
か
ら
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
対
す
る
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
髙
木
町
長
は「
士
幌
町
の
未
来
と
今
後
の
更
な
る

発
展
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
、
奥
原
代
表
取
締
役
は「
会
社
と
し
て
ど
う

支
援
で
き
る
か
考
え
な
が
ら
商
売
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
た
。
地
域
の
た
め
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は「
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
事
業（
再
エ
ネ
促

進
事
業
）」に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■シングルス
中学生 一般男子Ａ 一般男子Ｂ

優　勝 春日　舷太 永井　武志 大和田　勇喜

準優勝 山根　虎之助 小野田　義隆 川上　明伸

第３位 中村　有吾 土屋　亮太 小林　宏

一般男子Ｃ 一般女子Ａ 一般女子Ｂ

優　勝 近藤　和三 今村　幸恵 池本　哲代

準優勝 中島　正文 永井　香帆 小林　由貴子

第３位 池本　文昭 植田　智子 吉田　加代子

■一般ダブルス
優　勝 大和田　勇喜・植田　智子

準優勝 永井　武志・池本　哲代

第３位 岡村　英基・永井　香帆
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祝
100
歳
！
敬
老
祝
い
金
贈
呈

�

～
鈴
木
晃
一
さ
ん
＆
髙
橋
道
夫
さ
ん
～

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
事
業
補
助
金
を
贈
呈

�

～
波
多
野
佳
弘
さ
ん
＆
安
達
慎
治
さ
ん
～

　

１
月
30
日
、
１
月
31
日

に
100
歳
を
迎
え
ら
れ
る
鈴

木
晃
一
さ
ん（
大
正
15
年
生

ま
れ
・
写
真
上
）に
髙
木
町

長
か
ら
敬
老
祝
い
金
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

晃
一
さ
ん
は
小
樽
市
生

ま
れ
。
岩
見
沢
教
育
大
学

へ
の
進
学
を
経
て
教
諭
に

な
ら
れ
、
十
勝
管
内
の
学
校
を
転
勤
し
最
後
は
音
更
町
の
緑

南
小
学
校
校
長
と
し
て
教
員
人
生
を
終
え
ま
し
た
。
晃
一
さ

ん
は「
ゆ
っ
た
り
と
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
長
女
の
佐
藤
さ
ん
は「
長
生
き
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
２
月
９
日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
て
２
月
11
日

に
100
歳
を
迎
え
ら
れ
る
髙
橋
道
夫
さ
ん（
大
正
15
年
生
ま
れ
・

写
真
下
）に
髙
木
町
長
か
ら
敬
老
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

道
夫
さ
ん
は
士
幌
町
生
ま
れ
。
南
地
区
で
農
業
を
終
生
生
業

と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
士
幌
の
農
業
に
多
大
な
る
ご
貢
献

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

道
夫
さ
ん
は「
94
歳
ま
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
士
幌
は

食
べ
物
も
い
い
し
、
特
養
の

職
員
さ
ん
も
い
い
の
で
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。ご
家
族
は「
激

動
の
100
年
を
生
き
抜
い
た
、

士
幌
の
100
年
を
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
と
て
も
尊
敬

し
ま
す
」と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
31
日
、
町
営
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

に
て
、
士
幌
町
ス
ケ
ー
ト
協
会
主
催
の

リ
ン
ク
納
め
記
録
会
が
開
か
れ
、
幼
児

か
ら
小
学
生

ま
で
29
名
が

出
場
し
ま
し

た
。

　
シ
ー
ズ
ン

終
盤
の
こ
の

日
、
出
場
者

は
練
習
や
大

会
で
慣
れ
親

し
ん
だ
リ
ン

ク
で
自
己
ベ

ス
ト
を
目
指

し
、
元
気
に

滑
走
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
同
リ

ン
ク
は
、
２

月
10
日
に
閉

鎖
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
の

ご
利
用
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
１
月
30
日
、
町
内
で
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
波
多
野
さ
ん
へ「
マ

イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
補
助
金
」100
万
円（
う
ち
50
万
円
は
商
工
会

商
品
券
）が
髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
波
多
野
さ
ん
は「
家
具
や
家
電

を
買
う
の
に
使
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
３
日
、
町
内
で
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
安
達
さ
ん

へ「
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
支
援
補
助
金
」65
万
円（
う
ち
32
万
５
千

円
は
商
工
会
商
品
券
）が
髙
木
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
安
達
さ
ん
は「
猫
が
い
る
の
で

キ
ャ
ッ
ト
タ
ワ
ー
を
買
い
替
え
た
り
、
中
学
生
に
な
る
娘
に
必

要
な
物
品
を
揃
え
た
り
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

リ
ン
ク
納
め
記
録
会

�

～
ス
ケ
ー
ト
協
会
～

生
活
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

�

を
作
り
ま
し
た
!!

設
立
60
周
年
を

�

記
念
し
て
寄
附

�

～
士
幌
電
設
株
式
会
社
～

Shihoro on ICE 2026
～みんなで作ろう！寒いけど暖かい一夜限りのキャンドルナイト～

　
士
幌
町
で
働
く
日
本
語
を
母
語
と
し

な
い
外
国
籍
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
が
、

よ
り
安
心
で
快
適
な
生
活
を
送
ら
れ
る

よ
う
、
産
業
振
興
課
に
お
い
て「
士
幌

町
の
生
活
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク（
や
さ
し
い

日
本
語
版
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
約
150
名
の
外
国
籍
の
方

が
、
酪
農
、
畜
産
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
産
業
に
従
事
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
外
国
籍
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

に
も
わ
か
る
よ
う
に
、
士
幌
町
で
の
暮

ら
し
、
ゴ
ミ
の
分
別
、
交
通
ル
ー
ル
、

冬
の
雪
道
、
病
気
・
事
故
、
災
害
な
ど

に
つ
い
て
、
や
さ
し
い
日
本
語
で
書
か

れ
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
課
窓
口
で
転
入
手
続
き
時
に
配

布
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
２
月
５
日
、
士
幌
電
設
株
式
会
社
の

田
中
浩
久
代
表
取
締
役
が
役
場
を
訪
れ
、

同
社
の
設
立
60
周
年
を
記
念
し
、
町
へ

300
万
円
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

田
中
代
表
取
締
役
は「
若
い
人
の
力

が
あ
れ
ば
さ
ら
に
士
幌
町
を
盛
り
上
げ

て
い
け
る
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
、

髙
木
町
長
は「
育
て
る
世
代
の
方
に
住

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
子
育
て
し
や
す
い

町
づ
く
り
に
活
用
し
た
い
」と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　２月６日、実行委員会（服部茉矢代表）主催の「Shihoro on ICE 
2026」が、タウンプラザにて開催されました。
　会場には、２月３日～５日の３日間で町民に作成を呼びかけた
アイスキャンドル620個が飾られました。今回、士幌町中央中学
校美術部が200個のキャンドルを作成し、会場を彩ったほか、道
の駅ピア21しほろによる豚汁等の販売や町民有志による雪像の展
示も行われました。タウンプラザ内では、士幌町中央中学校吹奏
楽部による演奏やコーラスこもれびによる合唱、地元有志による
アコースティックライブが行われ、会場は大いに盛り上がりまし
た。
　来場者は「きれい！」と口々に声を漏らし、温かく灯されたアイ
スキャンドルや雪像の前で写真を撮り、寒い体を美味しい料理で
温めながら、一夜限りのキャンドルナイトを楽しんでいました。

町
で
は
、
移
住
・
定
住
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、

町
内
に
初
め
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
ち
、
10
年

以
上
定
住
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
補
助
金
の
詳
細
は
、
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い

▲波多野佳弘さん

▼安達慎治さんとご家族

←
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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5,600人（－85） 男2,766人（－53） 女2,834人（±0） 世帯2,739（+1）
� ※１月末現在（　）は前年比人の動き

美
濃
美
濃
の
ま
ち
か
ら

の
ま
ち
か
ら

　
１
月
21
日
に
美
濃
市
蕨
生
の
牧
谷
小
学
校
で
、
６
年
生
児
童
が
自
分

た
ち
の
卒
業
証
書
と
な
る
和
紙
を
す
き
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
美
濃
和
紙
に
つ
い
て
６
年
間
学
ん
だ
集
大
成
と
し
て
、
毎

年
こ
の
時
期
に
卒
業
証
書
を
す
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
美
濃
手
す
き
和
紙
協
同
組
合
の
紙
す
き
職
人
８
人
に
よ
る

指
導
の
も
と
、
児
童
は
証
書
作
り
に
挑
戦
。
金
属
の
型
に
繊
維
を
混
ぜ

た
茶
色
い
溶
液
を
流
し
込
み
、「
ひ
っ
か
け
」と
い
う
技
法
で「
校
章
」を

製
作
し
た
後
、「
流
し
す
き
」の
技
法
で
和
紙
を
す
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

児
童
が
す
い
た
和
紙
と
職
人
が
す
い
た
薄
い
和
紙
の
間
に
校
章
を
挟
み
、

透
か
し
の
あ
る
証
書
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
す
か
し
」の
技
術
が
用
い
ら
れ
、
完
成
し
た
証
書
を
よ
く
見

る
と「
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」と
い
う
透
か
し
文
字
が
浮
か
び
上
が
り
ま

す
。

　
卒
業
証
書
作
り
に
挑
戦
し
た
児
童
は
、「
６
年
間
学
ん
で
き
た
技
法
を

生
か
し
て
６
年
間
の
最
高
の
和
紙
を
す
く
こ
と
が
で
き
た
」と
話
し
ま
し
た
。

牧谷小学校で卒業証書の
� 紙すきが行われました

▲　紙すきの様子
▼　校章　　　　

安
全
・
環
境
だ
よ
り

安
全
・
環
境
だ
よ
り

野
良
猫
に
餌
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い

　
お
腹
を
空
か
せ
た
野
良
猫
に
餌
を
与

え
る
行
為
は
、
結
果
と
し
て
不
幸
な
野

良
猫
を
増
や
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

餌
を
与
え
て
い
る
せ
い
で
、
ご
近
所
の

敷
地
で
排
泄
す
る
な
ど
、
迷
惑
を
か
け

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
野
良
猫
に
餌
や
り
を
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
餌
を
や
っ
て
い
る
方
自
身

に
猫
の
世
話
を
す
る
責
任
が
発
生
し
ま

す
。

　
安
易
な
餌
や
り
は
、
猫
に
も
餌
を
や

っ
て
い
る
方
自
身
、
近
隣
住
民
の
誰
に

と
っ
て
も
良
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
相
応
の
覚
悟
を
持
っ
て
行
う
必
要
が

あ
る
、
大
変
責
任
の
重
い
こ
と
で
あ
る

と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
出
し
方
再
確
認
！

　
問
い
合
わ
せ
の
多
い
ご
み
の
分
別
に

つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

●�

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
＝
鉄
金
物
の
た
め
、

中
身
を
抜
い
て
、「
大
型
ご
み
の
日
」。

●�

仏
具
＝
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ「
燃

や
せ
な
い
ご
み
の
日
」。

●�

膨
張
し
た
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
＝

有
害
ご
み
の
た
め
、
透
明
・
半
透
明

の
袋
に
膨
張
し
た
バ
ッ
テ
リ
ー
の
み

（
他
の
ご
み
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

を
入
れ「
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
日
」。

※
衝
撃
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

前
年
度
と
の

ご
み
発
生
量
の
比
較

　
１
月
は
前
年
同
期
と
比
較
し
、
ご
み

の
量
が
減
少
し
ま
し
た
。

  

町
内
の
販
売
店
か
ら
コ
ン
ポ
ス
ト
・

Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
、
生
ご
み
乾
燥
処
理
機
を

購
入
さ
れ
た
場
合
、
購
入
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。令和8年1月分 前年同期 増減

燃やせる
ごみ 67,260 66,310 1.43%

燃やせない
ごみ 9,670 9,870 -2.03%

合計 76,930 76,180 0.98%
町民一人当たり
のごみの量 5,600 13.7 5,685 13.4

資源ごみ 40,758 43,469 -6.24%

ごみに関するお問い合わせは、役場生活環境係
（町民課直通）☎︎⑤５２３１までお願いします。

今月のごみ指数� 単位：kg

連絡先　総務課　電話５－５２１１

　１月18日（日）、士幌消防署にて士幌消防団の活動の一貫として、嵯峨勉地域防
災マネージャーによる「近年の自然災害の傾向と消防団に期待される役割」をテー
マとした研修会が行われました。嵯峨マネージャーは近年全国各地で発生してい
る大規模地震、風水害の他、林野火災、火山噴火などの例も紹介し、「一町民とし
て平素から自助、共助からなる減災対策の他、公助としての消防団の役割を整理され着実に備え
ていくことが重要！」などと説明しました。
　参加された消防団の皆さんは、真剣に話を聞かれ活発な質問や意見などもあり、とても充実し
た研修会となりました。
　会の最後に末永秀雄消防団長は、「消防団の役割は、火災が発生した際の消火活動が主体となる
ものの、風水害やその他の自然災害などにも対応していくことの必要性を感じた。また一町民と
して、常日頃から自分や家族の備えを万全にし、いざという時に消防団の役割を果たすことがで
きるよう心の準備を整えていきましょう！」と、団員に呼び掛けていました。

【士幌消防団の皆さんと研修会の状況】

嵯峨地域防災
マネージャ―

防
ぼう

災
さい

だより ～士幌消防団～
Disaster  prevention

出
産
祝
い
金
贈
呈

�
～
早
坂
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
～

『
士
幌
町
を
Ｐ
Ｒ
し
隊

�

★
★
★
★
』活
動
報
告

�

～
帯
広
南
商
業
高
等
学
校
～

　
２
月
10
日
、
早
坂
郁
哉
さ
ん
、
礼
奈

さ
ん
ご
夫
妻
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た

紫
旺
く
ん
の
ご
誕
生
を
祝
し
、
髙
木
町

長
か
ら
出
産
お
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
士
幌
町
で
は
第
３
子
以
降
が
生

ま
れ
た
家
庭
へ
町
長
が
直
接
出
産
祝
い

金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
後
は
、
髙
木
町
長
が
紫
旺
く
ん

を
抱
っ
こ
し
た
り
、
早
坂
さ
ん
ご
夫
妻

と
談
笑
し
た
り
と
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
素

敵
な
空
間
を
和
や
か
に
過
ご
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

郁
哉
さ
ん
は「
５
歳
、
２
歳
、
０
歳

と
３
人
目
で
、
上
の
子
た
ち
も
す
ご
い

活
発
。
子
ど
も
の
人
数
が
多
く
て
大
変

だ
が
、
３
人
と
も
平
等
に
接
し
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

～
ご
出
産
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

　

２
月
13
日
、
約
１
年
間「
士
幌
町
を

Ｐ
Ｒ
し
隊
★
★
★
★
」と
し
て
活
動
し

て
く
だ
さ
っ
た
帯
広
南
商
業
高
等
学
校

の
生
徒
４
名
が
来
庁
し
、
髙
木
町
長
へ

活
動
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｒ
し
隊
に
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

周
知
や
参
加
、
帯
広
駅
前
で
の
ア
ン
ケ

ー
ト
や
Ｐ
Ｒ
の
実
施
、
商
品
開
発
、
Ｐ

Ｒ
動
画
出
演
な
ど
、
多
方
面
に
お
い
て

士
幌
の
Ｐ
Ｒ
や
課
題
解
決
の
た
め
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は「
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

通
し
て
、
私
た
ち
自
身
も
士
幌
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
地
域

貢
献
だ
け
で
は
な
く
、
私
自
身
も
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」と
話
し
、

髙
木
町
長
か
ら
は「
士
幌
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
に
い
ろ
い

ろ
と
活
動
を

し
て
い
た
だ

き
非
常
に
有

り
難
い
」と

感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し

た
。
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　「足が痛くて困っている」という方、意外と多いのではないでしょうか。
　膝が痛い、足の裏が痛い、歩くと外反母趾が痛い……。治療としては、痛み止めの飲み薬や注射、
場合によっては手術という選択肢もありますが、「できればそこまではしたくない」という方も多いと
思います。
　そこで今回は、体への負担が少ない治療の一つとして、 当院で新しく導入した「オーダーメイドの
インソール（中敷き）」をご紹介します。
　このインソールは、足を四方向からスマホで撮影し、その写真データをインターネットで東京の会
社に送ることで、３Ｄプリンターを使って一人ひとりの足に合わせて作られるものです。既製品とは
違い、足の形やくせに合わせた完全オーダーメイドになります。
　対象となるのは、変形性膝関節症、偏平足、外反母趾などの方です。
　年を重ねてくると、足首が内側に倒れ込みやすくなり、体のバランスが崩れてきます。すると足の
内側に負担がかかり、外反母趾が悪化したり、膝が痛くなったりします。
　このインソールは、そうした足元のバランスを整え、負担を軽くする役割があります。
　実は私自身も、外反母趾が少しずつ進んでいて、最近は走ると痛みが出るようになっていました。
　このインソールを使い始めてから、痛みが完全になくなったわけではありませんが、以前より明ら
かに楽になったと感じています。「これは続けてみてもいいかもしれないな」というのが正直な感想です。
　なお、この取り組みは、北海道内では（島しょ部を除くと）当院が第一号になります。札幌や帯広でも、
まだあまり行われていないようです。
　費用については、保険が使えます。

～費用の目安（実費分）～
・１割負担の方　３，０００円台　　・３割負担の方　１万円台前半
※このほかに病院へ採寸費用として４００～１，２００円ほどかかります。
※保険分が払い戻されたあとの実質負担額となります。

　　　　※�作成の際には、いったんインソール作成会社へ費用の全額をお支払いいただきます。
　　　　　保険分の償還には、加入している健康保険へ申請手続きが必要です。

　作成を希望される方は、 まず病院まで予約のお電話 をお願いします。
　サイズ測定と成型で、２回の来院が必要になりますので、その点だけご了承ください。
　暖かくなって歩き回る季節が来る前に、足元の準備をしておくのも一つの方法です。
　「足の痛み、仕方ないもの」と我慢せず、気になる方はぜひ一度ご相談ください。

インソール（中敷き）について

夜間診療　休診のお知らせについて
　当初の見込んでいた数より来院者が少なく、一度体制を仕切り直しするために当面の間
休診とさせていただきます。ご利用いただきました方に感謝申し上げるとともに、皆さま
にはご不便等をおかけいたしますが、ご理解とご了承くださいますようお願い申し上げます。

士幌町国民健康保険病院
院長　藤原　大輔

病院病院だよりだより病院病院だよりだより

特養だより

連絡先　特別養護老人ホームほほえみ　電話５－２４１６

厄を祓い、福を招き入れました
　２月３日の節分の日、鬼となった職員がやってきました。
毎年、利用者様はこのイベントを心待ちにしています。当
施設ではお菓子の甘納豆の小袋を使用しています。
　「鬼は～そと～」「福は～うち～」という掛け声と共に、思
い切り鬼に向かって豆をまく方がいれば、「かわいそう」と
優しくまく方もいらっしゃいました。豆まきが終わった後

には甘納豆をいただ
く時間が訪れます。
「美味しいね」「もっ
と食べたいよね、少
ないわ」と楽しそうに話す利用者様も多く、賑やかなひと
ときを過ごしました。
　利用者様は恵方巻きにはあまりなじみがありませんが、
来年は恵方巻きのスイーツも作って楽しむことができたら
と考えています。

連絡先　認定こども園なかよし　幼児教育課　電話５－２３６４　（相談専用）電話５－２５０２

小学校への「架け橋」� 士幌町認定こども園長　渋谷　浩
　１月14日（水）に士幌町認定こども園の年長児が、冬休み中の士幌小学校を訪問
しました。まずは１年生の教室をお借りして“模擬授業”。一人一人が自分の住む
まちに「あったらいいな」と思うものを絵に描きました。それを教室前のホールで
グループごとに持ち寄った絵の並べ方を相談して、そのまちに名まえをつけるグループワークを
行いました。その後、宍戸教頭先生に案内してもらってトイレ・手洗いを実体験。さらに理科室、
家庭科室、音楽室、最後に学校図書館（図書室）を見学させてもらいました。子どもたちは「小学
校入学」を肌で感じ取り、期待に胸をときめかせていました。
　今、小学１年生で不登校傾向に陥ってしまう子が増加しているという道教委データもあります。
幼小の滑らかな接続を図る「架け橋期プログラム」の充実が求められているところです。幼小が連
携して、子どもたちが安心して“はじめの一歩”を踏み出せるよう応援しています。

【気分は“１年生”】 【ホールでのグループワーク】 【理科室に興味津々】
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二次元コード　学校HPの教

窓育

士幌町教育委員会

いま、士幌高校ではいま、士幌高校では

◆１月21日（水）租税教室
　２年生の公共の授業で税の意義や役割を正しく理解するため

「竹川会計事務所」 竹川 靖之様を外部講師としてお迎えし、租
税教室を行いました。租税教室を通して、税の意義や役割を正
しく理解した一日となりました。

○卒業式� １日
○入学者選抜（学力検査）� ４日
○入学者選抜（面接）� ５日
○級内意見発表大会� ９～10日
○教科書販売新２年生� 12日
○教科書販売新３年生� 13日
○高校生のための進路 FAIR� 19日
○修了式・離任式� 24日

【３月の予定】※行事は全て予定です。

令
和
７
年
度 

体
力･

運
動

能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査

　
令
和
７
年
度
全
国
体
力
・
運
動
能
力

運
動
習
慣
等
調
査
の
集
計
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
本
調
査
は
小
学
校
５
年

生
及
び
中
学
校
２
年
生
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
士
幌
町
の
児
童
生
徒
の
体
力

運
動
能
力
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
全
国

平
均
と
の
比
較
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
体
力
・
運
動
能
力
】

　
小
学
男
子
は
長
座
体
前
屈
以
外
の
７

種
目
と
体
力
合
計
点
で
全
国
平
均
を
上

回
り
、
体
力
・
運
動
能
力
が
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
小
学
女
子
は
上
体
起
こ
し
・
ボ
ー
ル

投
げ
の
２
種
目
は
全
国
平
均
を
上
回
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
種
目
と
体
力

合
計
点
は
全
国
平
均
を
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
中
学
男
子
は
反
復
横
跳
び
・
50
ｍ
走

以
外
の
６
種
目
と
体
力
合
計
点
で
全
国

平
均
を
上
回
り
、
体
力
・
運
動
能
力
が

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
中
学
女
子
は
握
力
・
反
復
横
跳
び
・

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
ボ
ー
ル
投
げ
の
４
種

目
で
全
国
平
均
を
上
回
り
、
体
力
合
計

点
は
同
等
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
年
同
様
小
中
男
女
と
も
ボ
ー
ル
投

げ
は
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
結

果
と
な
り
、
巧
緻
性
・
投
球
能
力
に
優

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
座
体
前
屈

は
中
学
男
子
以
外
下
回
る
結
果
と
な
り
、

昨
年
同
様『
柔
軟
性
』に
課
題
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

【
運
動
習
慣
等
】

　
小
学
生
の
少
年
団
や
運
動
の
習
い
事

の
加
入
割
合
が
、
男
女
と
も
全
国
平
均

よ
り
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
中
学
男
子
は
運
動
部
に
所
属
の
生
徒

の
割
合
は
全
国
よ
り
も
低
く
、
文
化
部

は
高
い
割
合
で
し
た
。
女
子
は
運
動
部
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
の
生
徒
は
高

い
割
合
で
し
た
。
男
女
と
も
未
所
属
の

生
徒
の
割
合
は
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

【
生
活
習
慣
等
】

　
『
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
』は
、
中
学
男

子
が
全
国
に
比
べ
て
高
く
、
小
学
男
女

と
中
学
女
子
は
低
い
割
合
で
し
た
。
小

学
女
子
は『
食
べ
な
い
日
が
多
い
』割
合

が
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
全
体
的

に
毎
日
の
朝
食
摂
取
に
課
題
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　２月に入り、３年生は高校卒業後の新しい生活の準備のために、家庭学習期間へと入りました。あ
とは２月27日（金）の卒業式予行と３月１日（日）卒業式の２日間の登校を残すのみ。３月１日には晴れ
の日を迎え、それぞれの進路へと旅立ちます。また、１、２年生の在校生は２月の後期期末考査に向
けて、１年間の学びの総括を進めています。それぞれの学習課題の克服に努め、残りの高校生活の中
で主体的に学ぶ姿勢を身に付けてほしいと思います。

写真研究同好会
フードシステム科３年
竹田 星愛さんの作品

◆令和８年度　入学者選抜情報
　１月26日発表
　アグリビジネス科
　一般入学者選抜	 ７名
　推薦入学者選抜	 ５名　合計12名

　フードシステム科
　一般入学者選抜	 12名

　推薦入学者選抜	 14名　合計26名
　中学生のみなさん
　合格を目指して頑張ってください！

【竹川先生】

第40回全十勝写真公募展学生部門入選『葉っぱ』

第69回全国学芸サイエンスコンクール
写真部門高校生の部入選『声を失った花たち』

【授業風景】

　
『
学
習
以
外
の
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・

ス
マ
ホ
・
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
視
聴
時
間
』に

つ
い
て
は
、
１
時
間
未
満
の
割
合
が
中

学
男
子
は
全
国
平
均
よ
り
高
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
一
方
、
３
時
間
以
上
視
聴

す
る
割
合
は
、
小
学
男
女
は
高
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
中
学
男
女
に
つ
い
て

は
同
等
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

握　力
（kg）

上体
起こし
（回）

長座
体前屈
（cm）

反復
横とび
（回）

シャトル
ラン
（m）

50ｍ走
（秒）

立ち
幅とび
（cm）

ボール
投げ
（m）

体力
合計点
（点）

小５
男子

16.65
51.8

23.48
56.5

32.70
48.7

44.13
53.8

57.68
54.6

  9.35
51.0

161.04
54.0

25.50
55.3

57.26
54.4

小５
女子

15.45
49.6

19.18
51.5

32.50
43.9

37.73
48.7

26.68
43.7

10.16
46.1

135.09
47.0

13.59
51.0

50.85
46.6

中２
男子

31.39
53.3

26.57
50.8

47.48
52.1

43.67
41.5

79.65
50.3

  8.01
49.8

197.81
50.1

24.09
55.3

44.69
52.3

中２
女子

25.73
55.4

20.25
47.6

38.25
42.0

46.53
51.0

53.00
51.2

  9.15
48.1

165.13
49.5

15.21
56.4

47.57
50.0

上段が町内平均値、下段が士幌町Ｔ得点（全国平均を50とした時の値）、 はＴ得点が50点以上

朝食は毎日食べますか
小学校 中学校

毎日 食べない
日もある

食べない
日が多い 食べない 毎日 食べない

日もある
食べない
日が多い 食べない

男
子

66.7 23.8   9.5 0.0 士幌 87.5   4.2 8.3 8.0

82.5 13.7   2.8 1.0 全国 81.9 12.2 3.9 2.0

76.2 18.1   4.4 1.3 全道 76.1 15.9 5.5 2.5

女
子

72.7 13.6 13.6 0.0 士幌 64.7 29.4 5.9 0.0

80.4 15.8   3.1 0.7 全国 74.4 18.6 6.0 1.9

73.2 20.9   4.7 1.2 全道 67.9 22.8 6.8 2.6
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川
　
柳

・
一い

っ

升
し
ょ
う

餅も
ち

皆
の
拍は

く

手し
ゅ

や
初は

つ

曽ひ

孫ま
ご�

和
田
　
節
子

・
子
だ
る
ま
や
よ
ち
よ
ち
進
む
氷
上
で�

小
野
寺
　
僚

・
冬
バ
レ
ー
　
ア
キ
レ
ス
い
た
わ
り
　
ふ
わ
り
跳
び�

真
人

・
足
止
ま
り
　
ま
さ
か
ア
キ
レ
ス
⁈
　
そ
の
ま
さ
か�
真
人

町 
民

文
芸

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

次
回
は
新
生
の
富
原
彰
一
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
央
介
さ

ん
か
ら
彰
一
さ
ん
へ
一
言
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
こ
と
は
？
」

◆
士
幌
で
好
き
な
も
の

　
と
り
し
ん
・
田
園

◆
士
幌
の
印
象
は
？

　

�

人
よ
り
牛
が
多
く
、
酪
農
・

畜
産
が
強
い

　
央
介
さ
ん
は
、
栃
木
県
出
身
。
両
親
が
酪
農
関
係
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
を
見
て
将
来
は
酪
農
・
畜
産
の
仕
事

を
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
高
校
卒
業
後
に
酪

農
学
園
大
学
に
入
学
。
酪
農
に
関
わ
る
こ
と
、
飼
料
や
牛
舎
に

つ
い
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
、
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
株
式
会
社
十
勝
工
場
の

業
務
課
で
、
餌
の
管
理
等
の
事
務
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
で
立
て
た
予
定
通
り
に
進
ま
ず
苦
労
し
て
い
る
央

介
さ
ん
で
す
が
、「
餌
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
発
注
で
き
た
と

き
が
嬉
し
い
！
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
趣
味
は「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
す
る
こ
と
」と
話
す
央
介
さ
ん
。

高
校
時
代
に
、
グ
ラ
ン
ド
ト
リ
ッ
ク
の
技
が
か
っ
こ
よ
く
て
友

だ
ち
と
挑
戦
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ど
ハ
マ
り
し
た
ん
だ
と

か
…
。
ま
た
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
の
も
好
き
な
よ
う
で「
士
幌
に

来
て
か
ら
１
人
で
稚
内
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。
次
は
函
館
の
ラ
ッ
キ
ー
ピ
エ
ロ
に
行
き
た
い
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
聞
い
て
み
る
と「
ま
だ
入
っ
て
１
年
も

経
っ
て
い
な
い
の
で
ま
ず
は
何
事
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
！
」

と
熱
い
想
い
を
語
る
央
介
さ
ん
で
し
た
。

★
好す

き
な
こ
と　
折お

り
紙が
み

★
好す

き
な
教き
ょ
う

科か　
図ず

工こ
う

★
最さ
い

近き
ん

嬉う
れ

し
か
っ
た
こ
と

　

�

ボ
ン
ボ
ン
ド
ロ
ッ
プ
シ
ー
ル
を
買か

っ
て
も
ら
っ
た

こ
と

★
士し

幌ほ
ろ

の
好す

き
な
と
こ
ろ

　

�

美お

味い

し
い
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
が
た
く
さ
ん
食た

べ
ら

れ
る
と
こ
ろ

★
将し

ょ
う

来ら
い
の
夢ゆ
め　
パ
ン
屋や

さ
ん

★
宝た

か
ら

物も
の　
ぬ
い
ぐ
る
み

★
今こ

と
し年

頑が
ん

張ば

り
た
い
こ
と

　
苦に
が

手て

な
算さ
ん

数す
う

を
頑が
ん

張ば

り
た
い
!!

睦
西畑は

た 
央お

う

介す
け 

さ
ん（
写
真
右
）

士
幌
小
学
校
３
年

原は
ら

　
花か

怜れ
ん

　
さ
ん

ま
ず
は
何
で
も
挑
戦
！

夢ゆ
め

は
素す

敵て
き

な
パ
ン
屋や

さ
ん

【児童書】
でんぷん・水あめのひみつ
� （小室栄子）
橋のひみつ� （マリサ）
狙われた国と地域　８�（稲葉茂勝）
つかめ！理科ダマン　１～３
� （シン・テフン）
みんなが知りたい！ヘビのひみつ
� （橋元浩一）
本当はスゴいばっちいもの研究所
� （坂井建雄）
お米はどこから来て、どこへいく ?
稲・お米・ご飯　１～３
� （稲葉茂勝）
ずかん色� （技術評論社）
まわるおすしやさん�（藤重ヒカル）
もぐらけんせつ　あなぐましまい
のドーナツトンネル� （長崎真悟）
はたらく校長先生� （吉田亮人）

【一般書】
発達障害・「グレーゾーン」の子の
不登校大全� （本田秀夫）
ひのえうまに生まれて�（酒井順子）
足のむくみをとる本� （川嶋朗）
ぱぱっとととのえごはん
� （榎本美沙）
笠原将弘の和食はもっとおおらか
でいい� （笠原将弘）
知識ゼロからはじめるポーカー超
入門� （じぇいそる）
変な地図� （雨穴）
月白� （宇佐美まこと）
猿� （京極夏彦）
魔法律学校の麗人執事　３
� （新川帆立）
家族� （葉真中顕）
晴れの日の木馬たち� （原田マハ）
60代、日々好日　時々ため息
� （唯川　恵）

★�気象庁　危機と改革の
時代を超えて（若林悠）

　多くの災害に見舞われ
た平成、令和の時代、気
象庁はいかなる変化を遂
げたのか。線状降水帯予
測、地震火山情報、地球温暖化予測…
気象業務150年を超えた今、課題に挑
み続ける「防災官庁」の実像を描く。

★�パンケーキ１００まいた
べたいの�（石川えりこ）

　「きょうは、おいしい
パンケーキを100まい、
すごくたべたい日なの」
女の子は、パンケーキ100まいぶんの
材料を買いにおつかいに。そこへ現れ
たのは大きな黒ねこ。行く先々でも、
たくさんのねこたちが買い物のお手伝
いをしてくれます。

短
　
歌

・
道
路
ぞ
い
空
地
の
雪
が
山
の
様
我
若
き
頃
ス
キ
ー
す
べ
り
を�

清
水
さ
よ
子

・
と
つ
ぜ
ん
に
体
調
く
ず
し
入
院
の
こ
れ
か
ら
の
我
し
せ
つ
で
の
暮
ら
し�

清
水
さ
よ
子

・
こ
の
冬
は
十
勝
の
し
ば
れ
弱
ま
り
ぬ
温
暖
化
の
波
身
に
せ
ま
り
く
る�

三
木
　
悦
子

・
開
拓
の
歴
史
を
絆
ぐ
ア
カ
シ
ア
の
切
り
株
悲
し
根コ

ン

伸
ば
し
ゆ
く�

汀
焉

・
ひ
い
孫
の
ほ
ほ
笑
む
写
真
に
癒
や
さ
れ
て
逢
う
日
楽
し
み
待
ち
遠
し
い
な�

睦
子

★★今月の休館日★★
3、 10、 17、 24、 31日
（毎週火曜日）

※1～7日は蔵書点検※

今こ
ん

月げ
つ

の

　
し
ほ
ろ
っ
子こ

俳
　
句

・
華は

な

や
か
な
三
人
娘

む
す
め

桃
の
節
句�

和
田
　
節
女

・
卒
園
児
最
後
の
園
舎
に
別
れ
告
げ�

研
紀

・
見
上
げ
れ
ば
ヌ
プ
カ
嶺
雲
山
笑
う�

研
紀

・
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
を
持
て
り
雛
納�

水
音

・
塔
婆
二
枚
並
べ
て
供
う
涅ね

槃は
ん

西に

風し�

水
音

★
善
意
に
感
謝
し
ま
す
★

寄
附
・
寄
贈

▼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
基
盤
づ

く
り
に
関
す
る
事
業

髙
橋　
道
夫
さ
ん�

20
万
円

《
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
》

▼
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
つ
く
る
事
業

株
式
会
社
奥
原
商
会（
帯
広
市
）

�

500
万
円

▼
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
を
つ
く
る
事
業

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
合
同
会
社

�

（
音
更
町
）　
100
万
円

《
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
》

渡
辺　
智
子
さ
ん�

じ
ゃ
が
い
も

報
恩
寺
仏
教
婦
人
会�

洗
剤

�

★
お　
く　
や　
み
★

吉
野　
敏
夫
さ
ん（
72
歳
）�

特　
老

小
原　
玉
さ
ん（
91
歳
）�

特　
老

中
上　
幸
雄
さ
ん（
77
歳
）�

明　
生

浪
内　
幸
子
さ
ん（
84
歳
）�

平　
原

野
村　
正
行
さ
ん（
95
歳
）�

柏　

中
山　
シ
ゲ
子
さ
ん（
93
歳
）�

士
幌
南
一
区

★
お　
誕　
生
★

北
風　
葉よ
う
ちゃん　
　
　
裕
明
さ
ん�

高　
徳

（
１
月
14
日
生
）　　
り
の
さ
ん

山
内　
み
の
り
ちゃん　
良
介
さ
ん�
神　
苑

（
１
月
23
日
生
）　　
光
恵
さ
ん

加
納　
逸い
っ
せ
い誠
ちゃん　
　
大
輝
さ
ん�

士
幌
南
一
区

（
２
月
６
日
生
）　　
と
も
み
さ
ん

�

（
２
月
15
日
受
付
分
ま
で
）
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この広報誌は、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方に基づき、より多くの人へ適切に情報を
伝えられるよう配慮した見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

暮らしのカレンダー３月
日にち 行　　　　　　　事 場所
1 日

2 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆10:00～11:00 ぴよぴよ広場 中児

13:15～13:30 受付 予防接種 国保
（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合・日本脳炎）

3 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:30～11:30 スマイル教室 認定こ

13:00～16:00 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

13:30～14:30 ふまねっと タウン

4 ㊌
☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ

10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

5 ㊍
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆10:00～11:30 キッズ・クラブ 認定こ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

6 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
9:00～11:30 赤ちゃん相談 福セ

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
10:00～10:30 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
7 土
8 日

9 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

13:30～14:30 ふまねっと タウン

10 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:00～16:00 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

11 ㊌☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

12 ㊍☆10:00～11:00 おたのしみ会 中児
受付時間は個別通知 ２歳児教室 保セ

13 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
☆ 9:30～11:30 わんぱくの日 認定こ

10:00～10:30 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 国保

（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

15:45～16:00 受付 予防接種 国保
（二種混合・日本脳炎）

14 土
15 日 13:30～14:30 ふまねっと 中士幌

日にち 行　　　　　　　事 場所

16 ㊊

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ

☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
10:00～10:30 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ

17 ㊋

☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
9:30～11:30 早期介入運動教室（要予約） 保セ

13:00～16:00 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

13:30～14:30 ふまねっと タウン

18 ㊌

☆ 9:30～11:30 のびのびの日 認定こ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研
13:00～15:00 認知症カフェ もりくま

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

19 ㊍
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

受付時間は個別通知 幼児健診 保セ
20 金
21 土
22 日

23 ㊊

9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
☆ 9:30～11:30 ちびっこ広場 認定こ
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:15～13:30 受付 予防接種 国保
（水痘・日本脳炎・Ｂ型肝炎）

☆13:30～15:30 ごごの広場 中児
15:45～16:00 受付 予防接種 国保

（二種混合・日本脳炎）

24 ㊋
☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児

13:00～16:00 よすが子育て相談 福セ
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

25 ㊌ 9:30～11:00 おっぱい相談（要予約） 福セ
10:00～11:30 いきいき運動教室 総研

26 ㊍☆ 9:30～11:30 にこにこ広場 中児
☆13:30～15:30 ごごの広場 中児

27 ㊎

8:50～ 9:20 まる元運動教室 保セ
10:00～10:30 まる元運動教室 保セ
13:00～13:30 まる元運動教室 保セ
13:15～13:30 受付 予防接種 保セ

（BCG・麻しん風しん混合）
28 土
29 日
30 ㊊ 9:00～11:00 妊産婦・一般健康相談 福セ
31 ㊋ 13:00～16:00 よすが子育て相談 福セ
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保セ →町民保健センター
福セ →総合福祉センター
中児 →中士幌児童ステーション
認定こ→認定こども園なかよし
国保 →国保病院

タウン→タウンプラザ
総研 →総合研修センター
中士幌→中士幌地区公民館
もりくま→みんなのもりのくまさん

【凡　例】

※�子育て支援は０歳児から就学前のお子さんを持つ家庭の方が対象です。また、キッズ ･クラブは会員登録制です。☆印のお問い
合わせや子育ての相談は子育て支援センター（電話７－４１０２）または認定こども園なかよし（電話５－２５０２）まで

※�まる元運動教室は、地域包括支援センター（電話５－２１８８）にご相談ください。
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